
本
市
は
、市
民
が
安
心
し
て
よ
り
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
中
長
期
的
な
指
針
と
し
て
、令
和
３
年

度
か
ら「
第
６
次
田
川
市
総
合
計
画
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

同
計
画
は
、基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
３
層
で

構
成
。基
本
構
想
の
基
本
理
念
は「
や
っ
ぱ
り
田
川
で
暮
ら
し

た
い
」、将
来
像
は「
あ
な
た
の
ち
ょ
う
ど
い
い
が
き
っ
と
見
つ

か
る
」と
し
ま
し
た
。こ
の
理
念
や
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、

５
年
ご
と
に
基
本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、令
和
８
年
度
か
ら

新
た
に
取
り
組
む「
後
期
基
本
計
画
」に
お
い
て
は
、「
都
市
づ

く
り
」「
産
業
・
経
済
」「
健
康
福
祉
」「
市
民
生
活
」「
教
育
文
化
」

「
行
政
経
営
」と
い
う
６
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ

や
っ
ぱ
り
田
川
で
暮
ら
し
た
い

あ
な
た
の「
ち
ょ
う
ど
い
い
」が
き
っ
と
見
つ
か
る

ら
に
取
り
組
む
こ
と
で「
移
住
・
定
住
の
促
進
」を
図
り
、基
本

構
想
に
お
け
る
目
標
人
口
を
４
万
３
千
人（
令
和
12
年
の
国
勢

調
査
人
口
）と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、３
年
間
を
１
期
と
し
て
実

施
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、計
画
の
進
捗
や
財
政
状
況
な
ど

を
基
に
、年
度
ご
と
に
見
直
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
実
施
計
画
の
事
業
費
は
、約
１
１
２
億
円

で
す
。こ
れ
は
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
３
５
９
億
円

（
10
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）の
う
ち
、約
31
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

第
６
次
総
合
計
画
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。▼

第6次
総合計画

令和3年度～令和12年度
〈前期〉令和3年度～令和7年度
〈後期〉令和8年度～令和12年度

■ 計画期間10年間

令和8年度

■ 事業数・事業費

182事業・約112億円

　少子高齢化の急速な進展や自然災害を教
訓とした防災体制に対する意識の変化など、
時代の潮流に的確に対応し、本市が持続的に
成長していける力を確保しつつ、市民が安心
して生活できるよう政策を進めていくため。

■ 策定の背景

概　要

s経営企画課 ☎85-7101

Tagawa Master Plan基
本
理
念

将
来
像

令和8年度から新たに後期基本計画が
スタートしました。総合計画は

市の総合的な市政運営を図るための
まちづくりの最上位計画です。

田川市

誰もが「やっぱり田川で暮らしたい」と思い、住みたいまち・住み続けたいまちとして選ばれるまちを目指します。

新規

令和8年度重点施策の取り組み

「移住・定住の促進」  目標人口  ４万３千人

教職員の
働き方改革

小中学校へ教育業務支
援員を配置するほか、電
話設備の改修（通話録
音機能の追加など）、デ
ジタル採点ソフトの導
入などを実施

魅力ある雇用の
創出事業

転出が続く若者層を本
市での雇用につなげる
ため、若者層が求める仕
事や具体的な障壁、必
要な支援策などの情報
収集・分析を実施。令和
9年度事業を展開予定

廃校を活用した
シイタケ工場
整備費補助
旧鎮西中学校などの施
設を活用し新たに菌床
シイタケを栽培予定の
企業に菌床製造工場（国
内最大規模）整備費用を
補助。令和12年度雇用
者数の増加目標66人

中古住宅取得
助成金

中古住宅を取得して居
住する人への補助

老朽空家等
除却補助金

建替えのための空家の解
体費を新たに対象とする

子ども第三の
居場所づくり
子どもたちが気軽に過
ごせる施設を開設。子ど
も食堂・ものづくりラ
ボ・プログラミング教
室・eスポーツ・自習ス
ペース・サウンドスクー
ル・カフェなど多機能化
を検討。

放課後児童健全
育成事業費
補助金
民設民営の放課後児童
クラブヘの運営費補助

新規新規新規新規新規

策の取り組み
子ど
居場
子ども
ごせる
も食堂
ボ・プ

児童健全新規新規業費

営の放課後児童
の運営費補助

第三の
づくり
たちが気軽に過
施設を開設。子ど
ものづくりラ

プログラミング教室
運営費補助金

子ども第三の居場所づ
くり事業の一環。同施設
内でのプログラミング
教室などの運営事業者
を補助

和8年度重点施
放課
育成
補助
民設民
クラブ

ラミング教室
補助金

第三の居場所づ
の一環。同施設
プログラミング

新規
新規新規

教職
働き方

小中学
援員を
話設備

る雇用の
業

続く若者層を本
雇用につなげる
者層が求める仕

の
改革

校へ教育業務支
配置するほか、電
の改修（通話録

プ
運

子
く
内

魅力
創出

転出が
市での
ため 若

活用した
ケ工場
補助
中学校などの施
用し新たに菌床
ケを栽培予定の

拡充新規新規

廃校
シイタ
整備
旧鎮西
設を活
シイタ

宅取得

宅を取得して居
人への補助

新規

中古住
助成

中古住
住する

家等
助金

ための空家の解
新たに対象とする

拡充

６つの「基本方針」※金額は令和8年度の
　予算規模

※1/3 上限50万円※1/3 上限50万円

魅力あふれる産業を
育むまちづくり

　新産業の創出や地場企業を支援し、雇用を安定
化させる。地域資源をいかした魅力ある観光地づ
くりを推進する。

22

誰もが便利に
住み続けられるまちづくり

　デジタルの力を活用し、効率的な行財政運営や市
民サービスの向上、地域課題の解決に取り組む。行
財政改革を推進し、持続可能なまちづくりに努める。

6

安全・安心で市民が
活躍するまちづくり

　防災体制の強化や防災意識向上など安全対策の
充実を図る。全市民が人権を尊重し、市民参加の機会
を充実させ、市民が活躍するまちづくりを推進する。

4 健やかに安心して
暮らせるまちづくり

　子育て環境の充実を図る。高齢者の生きがいづ
くりや地域の医療体制の構築に努める。市民が生
きがいをもって暮らせる共生社会の実現を目指す。

3

郷土を愛し豊かな心と
創造力を育むまちづくり

　子どもたちの心身の健康増進に努める。意欲・学
力向上のため教育環境の充実を図る。歴史を受け
継ぐ文化遺産を保護・活用する。

5

都市づくり ： 約28.6億円
産業・経済 ： 約14.9億円

健康福祉 ： 約39.7億円市民生活 ： 約5.4億円

行政経営 ： 約9.4億円 教育・文化 ： 約13.5億円

快適に暮らせる
美しいまちづくり

　中心拠点への都市機能の誘導や集約、持続可能
な公共交通ネットワークの構築などにより、便利で
快適なまちをつくる。

1

2026.5  広報たがわ 89 広報たがわ  2026.5


